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ハイテム経営について初めての講演 

 

 

歴史ある雛生産会社であり大手鶏卵生産者でもある群馬県(株)トマル 都丸会長から、同氏

が会長を務める関東・甲信越養鶏大会で、ハイテム経営について講演をしてほしいとの依頼

を受けました。ハイテム製品について講演をすることは何度かありましたが、経営について

の講演は初めてですが、ハイテムについてお客様である生産者、及び飼料メーカー等鶏卵産

業関係者に身近に感じてもらえることは光栄と思い引き受けました。 

関東・甲信越養鶏大会は、全国の鶏卵生産約４割を占める生産者の年１回の大会で伊香保温

泉で６月８日に開催され、コロナの関係で３年振りであったこともあり、約２００名の参加

者を前に講演をすることになりました。演題は「巌をも貫く強い意志と思い、打つ手は無限」

です。 

 

 
    大会開催の挨拶をする都丸会長 

 

 

今年５０周年を迎えるハイテムの歴史の節目を紹介し、石油化学会社での１０年間のサラ

リーマンを経て、養鶏知識及び顧客全くゼロからのスタートで、我国での EFA(Egg Farm 

Automation)シェア６割以上を達成し、主としてドイツ、イタリアの会社を競争相手に、

世界人口６割のアジアでのリーダーを目指す今日に至った、私なりに考える原動力につい

て話をしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日産１３０万卵 我国最大級の農場            日産１００万卵 上海地区農場 

 

ハイテムは、同じ岐阜県出身で、米国日本大使館参事官を経て農林省畜政課長を歴任後、ゲ

ンコーポレーションを創業した所秀雄氏との折半出資で、当時生まれた流行語ベンチャー

企業として前社名 東洋システム でスタートしました。最初に取り組んだのは、ゲンコーポ

レーションの提携先、米国ハイライン社の種鶏舎に採用されていた無公害型ウインドレス

鶏舎を、開放鶏舎がほとんどで養鶏場が公害の象徴になっていた業界に提案にするハイテ

ム F 型鶏舎でした。 

 

 

ゲンコーポレーションのウインドレス種鶏舎がハイテムのデモンストレーション鶏舎でした。  

防疫環境が様変わりしている今日では考えられないことです 

 

投資金額の大きいウインドレス鶏舎の販売は不安定で、ウインドレス技術も未熟な面が 

あり、私は技術、現場、販売、資金繰り全ての担当で、早朝から夜９時、正月３が日、お盆

の数日間以外は休日なしの毎日でした。会社の柱時計に夜８時の時報があります。「この時

刻には仕事終了」を目標に創業期に設定された時報です。誰であったか忘れましたがある創

業者の”居眠りしたらそのまま目が覚めないことを願った”を読んで共感したことを今でも 

忘れることができません。 



 

 

 

ドイツサルメット社と提携（共同設計、製造同社工場）し、創業１４年目から販売を開始し

た鶏糞を毎週除去しハエの発生が激減する「直立ベルトケージ」の販売が軌道に乗り、創業

から１９年目の１９９１年自社ビルを建設、業界で存在感のある会社に成長しました。 

ハイテムの現社員は２名を除き、全て自社ビル建設後の入社です。 

所さんの株式もこの機会に譲り受けました。 

 

 

 
 

１７年間稼働した前本社工場 資金力が未だ不十分の中、父から譲り受けた大日本土木(一部上場)１５万

株のうち１０万株を売却、２億円の資金を活用 その後大日本土木は会社更生法を申請、５万株はタダに 

神の存在、運を感ずるようになりました 

 

 

 



 

 
 

 

 

バブル期の過剰金融を背景とした過剰設備投資の反動による EFA 需要半減の影響による 

１９９５～１９９７年の３年間と、サルメット社との提携を終了し自社天津工場体制への

切換時２０１０、２０１１年の赤字決算を乗り越え、２０１７～２０１９の３期は売上高 

５０億を超え、ハイテムの目標である一人当り経常利益１千万円を突破しました。財務体質

も２０１７年無借金となり、自己資本比率もまず潰れないとされる４０％を超え６０％に

なりました。 

  

 

 

 

  

        

 

 

 

  

 

 

 

            

 

   自己資本比率       純借入（借入―預金） 

純借入、自己資本比率曲線 

 

2008 自社天津工場立ち上げ 
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ピンチ チャンス行動 成果 
 

i１i １９８７年 

 ・洗卵しないヨーロッパ 

  生まれの直立ケージ 

 ・ケージ破卵率５％ 

 

本格的機械試験鶏舎 

エッグハウス２１建設 

１０年間稼働 

 

業界最小のケージ破卵率 

 

I２i ２００７年 

  中越沖地震で完工１年未満

のハイテム直立ケージ３棟

３０万羽倒壊 

 

直に岐阜大学と地震国日本で 

安心して使用できる本格的耐震 

直立ケージ開発に着手 

 

東日本、熊本、胆振地震で 

性能実証 

 

I３i ２００９年 

  サルメット社との２３年間

の提携終了 

 

開発、設計、品質管理本社工場 

製造 自社天津工場 

新体制立上げ 

 

世界人口６割のアジアに於ける EFA

のリーダーを目指すプラットフォーム

を構築 

 

 

 

 

 

 

 

第１の大ピンチは、資金繰りが苦しかった中、鶏種、飼料同一条件下で９タイプの設備を導

入した世界初の本格的機械試験鶏舎「エッグハウス２１」を建設し、ケージ破卵問題を解消

しました。厳しさを励みにするため、この時を含め３回の１年間禁酒をしました。 

 

 

 

５０周年に至る間、幾多の困難を乗り越えてきましたが、三つの大きなピンチがありました。 

今日のハイテムがあるのは、父からの言葉「不撓不屈」「ピンチこそチャンス」を真正面に受け止め、ピンチ 

から逃げず、勇気と最大の努力を投入し、不可能に見える道であっても或いは最も困難と思われる道であっても、

「我行かん」の姿勢であるべき大通りを歩んできた 結果であると信じています。運はこの姿勢の中に生まれ、

「神は自ら助くる者を助く」を実感しています。 

 



 

 

第２の大ピンチは、岐阜大学との産学共同研究 本格的耐震直立ケージ開発で大きな成果に

結びつきました。東日本大震災で軽微損傷、東日本大震災検証での改良後、熊本、胆振地震

では無傷を実証しました。 
 

 
 

地震発生は１０時１３分で休憩時間中、死傷者発生を免れました この時も神の存在、運を感じました  
 

 

 

 

第３のピンチは、サルメット社との提携終了・自社天津工場の立上げで、専務をはじめ幹部

全員が反対でしたが、私の決断に従い社員全員が一致団結し乗り切りました。特に設計関係

者の約１年間土日返上の奮闘には深く感謝しています。アジア進出をはじめ現在のハイテ

ムの大きなパワーになっています。 

 

 

 

         追７                  追８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１９９５～１９９７年の赤字を乗り越える苦しみの中で出会ったのが稲盛さんの経営 

７ヵ条です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

「一流の芸術家、スポーツ選手は才能が必要であるが、事業は経営七ヵ条を実行すれば成功

できる」という稲盛さんの言葉は真実であることを実感しています。特に１，２，４，７条

は力強い会社を創り上げるために、３．５．６条は質の高い会社を創り上げるための珠玉の

一節であると実感しています。 

 

 

稲盛さんは情熱が事業成功の鍵であることを繰り返し説いています。ハイテムの月曜朝礼

のテキストになっている「成功への情熱」の一節です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ハイテムの行動規範として掲げている言葉です。最初の書は稲盛さんの、真中の書は 

ソニー創業の井深さんの、右の書は日本電産の永守さんの言葉です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジアのＥＦＡリーダーを目指し、ニッチ市場ＥＦＡで常に「一流の仕事」を目指す集団を

貫きたいと考えています。   

 

        

ハイテム 次の５０年に向けての課題です。 
 

 

第１課題  ハイテム LHS（Layer House System） 

  畜舎特例法施行を踏まえ、「鶏舎建物を内部設備の延長」と考え、高品質、納得価格の 

システム鶏舎を内部電気工事、給排水工事を含めターンキーで納入する 

 

第２課題  ソイルボーン 

  農水省「みどりの食糧システム戦略」による２０５０年目標「化学肥料３割削減」に 

呼応し、「ソイルボーン」ブランドによる新鮮鶏糞を原料とする高品質１００％有機 

肥料普及を軌道に乗せ、ソイルボーン製造設備のプレートドライヤー、コンパクト省力 

ペレットプラントに取組む 

 

第３課題  東南アジア、インド地区での第２工場 

  世界人口６割のアジアの EFA（Egg Farm Automation）リーダーを目指し、 

東南アジア、インド地区での販売を促進し、同地区での第２工場体制を視野に入れる 

 



 

次の５０年に向けた次世代体制構築プログラムです。 

次世代委員会を中心に次世代体制を構築します。 

 

 

講演後、大手生産者の会長さんから、”うちの会社でも話をしてくれ”と依頼を受けました。 

経営に関する初めての講演としては合格点であったかと一安心しました。 

 

 

 


